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まえがき 

 

 本書は、平成 16 年度にアジア経済研究所で実施された基礎理論研究会

「グローバリゼーションと農村社会・経済構造の変容」の成果である。本研

究会は、今後に計画されている発展途上国の農村に関する研究会のための準

備段階として発足した。本研究会では、グローバリーションについての理解

を深める一方で、どのような形で農村研究とグローバリゼーションとを結び

つけることができるのか、先行研究を参照しつつ検討をすすめた。 

グローバリゼーションは比較的新しい概念であり、広く流通する言葉とな

ったのは 1980 年代以降であるが、現在すでにさまざまな意味合いと共に、

多くの分野においてグローバリゼーションという言葉が使われている。それ

は、グローバリゼーションという現象が、急速に多岐にわたって経済・社会

そして文化に大きな変化をもたらしつつあることを意味している。発展途上

国における農村社会も例外ではない。特に、多くの発展途上国で進行しつつ

ある経済自由化は、世界経済への直接の露出を高めるという点で、農村社会

に大きな影響を与えている。 

本研究会では、グローバリゼーションの概念の検討を行ったあと、いくつ

かの個別具体的なテーマを取りあげて、現在の農村研究の動向を概観し、今

後どのような形でグローバリゼーションの概念と結びつけていくことができ

るのかを模索していくこととなった。既存の農村研究においては、グローバ

リゼーションの影響について言及しているものが若干はあるものの、多くは

農村と国家との関係分析にとどまっている。今後の研究においては、農村研

究における視野をさらに拡大していく必要があろう。 

各委員がとりあげたテーマは、一次輸出産品、緑の革命、農村工業、農業

生産性など多岐にわたる。それぞれのテーマに基づいた分析から明らかとな

ったのは、農村社会が閉じた空間に存在するものではなく、周囲の社会と多

岐にわたって有機的なつながりを持つことで、ダイナミックに変化していく

存在であるということである。グローバリゼーションと農村社会との関係を
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考察する場合、この二つの関係だけに着目するのではなく、社会全体の構造

へと目配りすることも重要となるであろう。 

 

最後に、本研究会の運営に協力いただいた諸氏に謝意を表したい。原島梓

氏はオブザーバー参加であったが、アフリカ農業に関して寄稿していただく

こととなった。また、各執筆原稿に対して建設的で有益なコメントをくださ

った重冨真一氏には深く謝意を表したい。村瀬幸代氏（上智大学大学院）、岡

本郁子、山田七絵、津田みわ、伊藤成朗、久保研介、佐藤章、今泉慎也、平

野克己、望月克哉、福西隆弘、高根務の各氏には、研究会において活発な議

論を展開していただいた。記して心より感謝申し上げる。 

 

2005年 3月 

「グローバリゼーションと農村社会・経済構造の変容」基礎理論研究会 

主査 児玉由佳 
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